
業
・
予
算
（
案
）
が
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
又
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
一
戸
会
長
が
顧
問
に
就
任

し
て
、
後
任
の
新
会
長
に
遠
藤
副

会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
会

長
就
任
挨
拶
で
は
「
こ
れ
ま
で
の

一
戸
前
会
長
路
線
を
踏
襲
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
協
議
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
」
と
の
力
強
い
決
意
が

込
め
ら
れ
た
挨
拶
で
し
た
。

本
宮
さ
ん
か
ら
次
回
開
催
地
の

プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、
岩
手
県
「
国

民
宿
舎
サ
ン
ホ
テ
ル
衣
川
荘
」
で

の
開
催
と
、
翌
日
の
観
光
は
中
尊

寺
及
び
毛
越
寺
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
全
国
多
数
の
会
員
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
（
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
）
に
よ
る
、

中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
ス
キ
ー

場
等
の
再
生
を
手
が
け
、
地
域
を

活
性
化
し
持
続
可
能
な
地
域
に
し

て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
、
大
変

参
考
と
な
り
有
意
義
な
記
念
講
演

で
し
た
。

懇
親
会
は
全
国
各
地
の
地
酒
を

持
ち
寄
り
、
地
元
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
和
や
か
な
中
、
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
お
開
き
は
、「
わ
れ
は

湖
の
子

さ
す
ら
い
の
」
歌
詞
に

よ
る
琵
琶
湖
周
航
の
歌
の
合
唱
で

終
了
し
て
、
2
次
会
へ
と
場
所
を

移
動
し
て
更
な
る
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
6
月
3
日
開
催
さ
れ
た
岩

手
県
支
部
総
会
に
参
加
し
て
頂
い

た
、
大
阪
地
区
幹
事
の
今
井
津
司

さ
ん
と
も
再
開
し
て
、
友
好
を
深
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前
日
の
25
日
、
新
幹
線
と
飛
行

機(

仙
台
～
大
阪)

を
乗
り
継
い
で

京
都
駅
経
由
で
滋
賀
県
へ
移
動
、

国
宝
彦
根
城
天
守
（
附
櫓
及
び
多

聞
櫓
）
を
観
光
し
ま
し
た
。
本
丸

で
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」
と
遭
遇
し
ま
し
た
。

総
会
当
日
は
、
10
時
か
ら
の
理

事
会
に
遠
藤
副
会
長
と
西
舘
監
事

が
出
席
し
ま
し
た
。
午
後
の
総
会

ま
で
は
、
特
別
史
跡
安
土
城
跡
の

観
光
と
、
安
土
城
天
守
信
長
の
館

を
見
学
し
ま
し
た
。

総
会
が
開
催
さ
れ
、
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
山
口
県
ま
で
86
名

の
参
加
で
開
会
し
ま
し
た
。

一
戸
会
長
の
挨
拶
は
「
仲
間
と

集
い
、
語
り
合
い
、
情
報
を
交
換

し
、
団
結
し
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
が
仲
間
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

議
事
が
進
行
さ
れ
17
年
度
事

業
・
決
算
報
告
及
び
、
18
年
度
事
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平
成
29
年
6
月
3
日
、
岩
手

県
支
部
総
会
が
、
九
戸
郡
野
田
村

国
民
宿
舎
「
え
ぼ
し
荘
」
に
お
い

て
、
会
員
15
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
に
参
加
す
る
に
あ

た
り
、
昨
年
（
平
成
28
年
）
10
月

30
日
に
台
風
10
号
の
被
害
に
あ

っ
た
岩
泉
町
を
通
る
小
本
街
道
を

行
き
ま
し
た
。
沢
か
ら
大
量
の
土

砂
が
流
れ
出
し
た
跡
や
護
岸
や
道

路
が
削
ら
れ
た
箇
所
が
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
あ
り
、
下
流
の
被
害
の

大
き
さ
が
予
想
さ
れ
、
案
の
定
、

広
範
囲
に
わ
た
り
小
本
川
が
氾
濫

し
た
跡
が
残
っ
て
お
り
、
自
然
の

力
の
大
き
さ
を
実
感
し
、
原
状
回

復
へ
の
困
難
さ
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。総

会
は
、
青
名
畑
理
事
長
の
開

会
の
言
葉
に
始
ま
り
、
遠
藤
正
会

長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
沢
口
忠

夫
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
各
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら

前
年
度
決
算
の
報
告
、
次
年
度
の

予
算
の
説
明
が
な
さ
れ
拍
手
で
承

認
さ
れ
、
齋
藤
孝
理
事
の
閉
会
の

挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

18
時
30
分
か
ら
情
報
交
換
会

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
乾
杯
に
先
だ
ち
、
ご
来
賓

の
久
慈
市
ス
キ
ー
協
会
副
会
長
の

二
橋
守
様
よ
り
来
村
の
お
礼
と
翌

日
の
研
修
で
あ
る
三
陸
鉄
道
貸
し

切
り
列
車
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
提
供
と
し
て
、

県
連
安
対
部
の
高
畑
伸
也
委
員
長

か
ら
の
情
勢
報
告
。
三
陸
沿
岸
の

震
災
復
興
状
況
を
見
た
い
と
い
う

事
で
、
今
回
特
別
に
参
加
さ
れ
た

大
阪
府
連
所
属
公
パ
ト
22
期
の

め
ま
し
た
。

翌
27
日
の
観
光
は
、
2
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
て
世
界
文
化
遺
産
比

叡
山
延
暦
寺
を
参
拝
し
て
午
前
で

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
会
員

は
午
後
、
レ
ト
ロ
な
外
輪
汽
船
「
一

番
丸
」
で
の
琵
琶
湖
リ
バ
ー
ク
ル

ー
ズ
へ
と
出
港
し
ま
し
た
。
生
演

奏
を
奏
で
る
豪
華
な
観
光
遊
覧
で

し
た
。

翌
28
日
は
京
都
市
内
、
金
閣
鹿

今
井
津
司
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

翌
日
の
日
曜
日
は
、
今
回
の
総

会
の
目
玉
企
画
で
あ
る
三
陸
鉄
道

貸
切
イ
ベ
ン
ト
列
車
に
乗
車
し
て

の
復
興
状
況
の
研
修
、
見
学
で
し

た
。
え
ぼ
し
荘
か
ら
車
で
陸
中
野

田
駅
へ
移
動
。
列
車
乗
車
後
は
、

二
橋
守
さ
ん
（
三
陸
鉄
道
に
勤
務
）

か
ら
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
の
三
陸

鉄
道
と
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
要

所
要
所
で
は
速
度
を
緩
め
た
り
、

停
車
し
た
り
と
貸
切
列
車
な
ら
で

は
の
運
行
で
十
二
分
に
景
色
を
堪

能
、
ま
た
、
復
興
状
況
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
田
野
畑

駅
で
下
車
し
、
付
近
を
探
索
後
、

復
路
に
つ
き
野
田
駅
ま
で
引
き
返

し
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
往
復

2
時
間
半
の
研
修
で
し
た
が
、
震

災
復
興
は
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
は

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と

お
金
が
か
か
る
こ
と
だ
ろ
う
と
実

感
し
ま
し
た
。

来
年
の
県
支
部
総
会
は
、
6
月

2
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
総
会
が
、
9
月
1
日
に
奥
州

市
衣
川
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全

国
総
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

ま
た
、
地
元
開
催
の
お
手
伝
い
と

し
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

(

報
告
・
菅
原

健)

第
四
六
回
日
本
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
総
会
が
、
八
月
二

六
日
～
二
七
日
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
誕
生
一
〇
〇
周
年
の
、
滋

賀
県
大
津
市
お
ご
と
温
泉
「
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催

さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

岩
手
県
支
部
か
ら
は
、
遠
藤
正
、
西
舘
忍
、
佐
藤
安
美
、
高
橋

秀
幸
、
斉
藤
孝
、
及
川
力
夫
妻
、
本
宮
秀
孝
夫
妻
さ
ん
と
私
を
含

め
た
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
報
告
・
青
名
畑
】

苑
寺
及
び
、
東
西
25
ｍ
南
北
10
ｍ

の
空
間
に
白
砂
を
敷
き
詰
め
、
15

個
の
石
を
配
し
た
石
庭
の
龍
安
寺

並
び
に
、
旧
御
室
御
所
・
世
界
遺

産
仁
和
寺
を
観
光
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

来
年
の
総
会
は
、
岩
手
県
奥
州

市
「
衣
川
荘
」
で
の
開
催
で
す
の

で
、
全
会
員
が
参
加
し
て
全
国
及

び
同
期
の
仲
間
達
を
大
歓
迎
し
ま

し
ょ
う
。


